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口絵 A　筥蓋表書








Iwashimizu-hachimangu shrine’s “Tougu Enjisho” commentary and shadow











About unpublished historical materials “Tougu Enjisyo”  (當宮縁事抄) in the country-designated important cultural 
property, Iwashimizu-Hachimangu shrine document, I notify photolithograph and compare foregoing volume historical 
materials and unpublished historical materials, and this report refers a bibliography-like commentary about the current 
situation, a form, the transmission of historical materials, document contents mainly, and an article does the importance. 
By the research of these historical materials, I offer the new historical materials information of Iwashimizu -Hachimangu 
shrine possession historical materials to the field and report the research of the base concerned with the fields such as 
archive science, cultural assets studies, museology, archives studies and think that I want to do it for the help of the 
collaboration study that total these different kind of studies. I bring in particular up a problem from the viewpoint of 
archive science some other time again to let the study of the museum document theory progress. I want to measure the 













































































































収められている。また同目録の【御文庫収蔵】（577 － 1 号
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表題「榊葉集　御神事　冬」（袋綴１冊、墨付 41 紙・表紙 
















































































































太政官符写（1 号）から応永 19 年（1412）足利義持御判御
教書写（83号）まで、鎌倉時代を中心とする案文83通が収
められている。その内、重複文書が3点（39＝77号、62＝
67 号、72 ＝ 81 号）あり、実数は 80 通となる。その中に文
書に注記された事書の抜粋写が 1 点（41 号）あるが、ここ
では謄写文書として加算した。元の原本は、奥書より前の
81 号文書までで、かつ本史料に謄写された古文書の下限は
71 号の暦応 2 年（1339）であるから、原本の成立時期は南
北朝期と見なされる。奥書より奥の 2 通（82、83 号）も本
文と同筆であり、83 号は謄写後の応永 19 年の文書なので、
筆写した人物が追補した案文に違いない。したがって、筆
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の「勝清法印」項に保元 2 年（1157）10 月 6 日付太政官符
写がある。「大古」2 － 417 号は、同 612 号と「同一」とし
て本文を省略し、612 号では、「杉」3 － 1 の「勝清昇進事」
の８の同日付太政官符写を採録している。ただし、1号文書
には太政官印（外印）の印影はないが、「大古」612 号には
印影が 3 顆あることが記されている。したがって、1 号文書
は、印影のない「桐」12 － 4 － 8 と同じ系統の写本である
ことがわかる。この点は、他の「桐」部に収められた文書
と同様であった。
「杉」3 － 1 の奥書には、「建久三年十月廿二日経沙汰自
運清責取文書内　法眼（花
（ 道 清 ）
押）」「自先師別当房相伝文書内　　
権少僧
（ 宗 清 ）
都（花押）　可給幸清法眼　法




それを子息の宗清（文暦 2 年 <1235>7 月 3 日任別当、嘉禎 3
年 <1237>4 月 23 日任検校）が相伝し、なお、善法寺（竹と























のである。なお、「杉」3 － 1 に収められた文書に関しては、
何れも案文が成巻されており、正文は石清水八幡宮に現蔵
されておらず、その所在は不明である。
さて、【表】の 2 号は、「桐」9 － 4「宮寺并極楽寺諸国荘
園官符　/ 但口損失之間 / 以写書続畢 /」（「田中」110 頁）の
外題が附された巻子に該当する文書の案文 1 点である。正
文は、保元 3 年（1158）12 月 3 日付石清水八幡宮并極楽寺
宛の官宣旨だが、その奥書には、ひとしく「自先師別当御
房相伝　権少





























































ついで、「桐」9 － 10（「田中」115 頁）「石清水八幡宮境
内并諸国神領公役免除事　/ 綸旨院宣等 / 武家御教書次第 /」
を見よう。「桐」部には 25 通の古文書案が成巻されている
が、【表】のとおり、本史料では、「桐」9 － 10 － 1、2、4
～ 23、25 が写されており、同 3 の元暦 2 年（1185）正月 9
日付源頼朝下文案と、同 24 の貞和元年（1345）11 月 26 日
付室町幕府御教書案は収められていない。ただし、同 25 は















25 号（同 8）26 号（同 9）3 号（同 10）72 号（同 11）4 号
（同12）73号（同13）48号（同14）49号（同15）40号（同







あり、「大古」（545 ～ 548 頁）のとおり、本文書・弘安元
年 4 月 16 日「石清水八幡宮護国寺御殿司置文写」・貞和 2 年
















【表】23 号（「菊」「ろ」－ 3 － 2、「大古」6 － 4 号）は、
正嘉 2 年（1258）11 月 18 日付の善法寺（新善法寺を号す）
宮清宛の後嵯峨上皇院宣写だが、「弥勒寺并喜多院正八幡宮
相伝文書」との表題が附された「菊」には、足利義満御判
御教書など外の 4 通（1 点は案文）とともに、正文（1 通 1
紙、縦 36.4 ㎝ 横 64.4 ㎝）が収納されている。現状の前文







月 21 日付の太政官符（「大古」6 － 29 号）によって補任さ
れていた。宮清は、善法寺（家田を号す）寶清（祐清 5 男、
嘉禎 3 年 <1237>8 月 3 日任別当）と幸清（祐清の弟）女子
の子息で、建長 7 年（1255）9 月 3 日石清水検校に補任され
ている（12）。同じ系図によれば、宮清は後嵯峨院より着帯局
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仁元年 <1238>8 月 4 日任検校）宛の御嵯峨上皇院宣写であ



















判」（「大古」6 － 29 号）に任せ、宮清一期の後は、棟清の
子息・壇妙清（嘉元3年<1305>入滅）が襲うことになった。








 9、13、18 ～ 22、27・28、30 ～ 35、37、41 ～ 47、55







































































































































































































































5） 石清水八幡宮所蔵「田中家文書」「桐」12 － 17 の「榊葉集」
秋（『石清水八幡宮史料叢書四』271 ～ 319 頁）と同冬（同









































16） 戦国期、後奈良天皇が 13 代将軍足利義輝にたいし、武家伝
奏を通じて、田中教清の社務職補任の叡慮を伝令した（『大
日本古文書　石清水文書』3巻829号）。しかし、義輝は補任
しなかったため、朝廷も検校職に任命することはなかった。
談合不成立の事例だが、公武の意思の交渉は行われていたの
である。この時期は、田中家一門内における家督の競望、検
校職の相論、将軍家の御師（祈祷師）・善法寺家の威勢など
が影響していた。なお、社務職に関し、慶長5年（1600）徳
川家康が、今後の競望を止め、祠官の田中・善法寺・新善法
寺・壇四家の廻職（輪番）を定め、寛永9年（1632）家光の
代に、家康以来の「御定」で、検校の勅許を受けた後に、将
軍が社務職に補任することが、公武の間で公式に確認された。
17） 「祠官家系図（東竹）」（『石清水八幡宮史』首巻47頁）
18） 前掲註（1）
19） 「21世紀日本の歴史情報資源とアーカイブズ」（『歴史学研究』
761号、2002年）
20） 古文書の保存科学に関しては、園田直子『紙と本の保存科学』
（岩田書院、2009 年）、宍倉佐敏編著『必携　古典籍・古文
書料紙事典』（八木書店、2011年）、国宝修理装潢師連盟編『装
潢文化財の保存修理』（2015 年、サンエムカラー）が参考に
なる。
21） 前掲註（2）
22） 石清水八幡宮研究所の調査・研究の一環として、文化庁・京
都府の指導による国庫補助金事業「国指定重要文化財・石清
水八幡宮文書」の修理は、毎年継続的に（株）奈良文化財保
存において行われている。石清水八幡宮研究所では、その修
理事業の成果を包摂しながら、石清水八幡宮所蔵文書の調査・
研究を推進し、新しい総合目録の制作に従事している。新た
な発見に関しては、今後、研究所報を通じて、逐次報告して
いく予定だが、とくに中世（鎌倉～戦国期）の文書修理およ
び編纂をめぐって、紙背文書を含めたところの研究が俟たれ
る。これまでの調査では、『続石清水八幡宮史料叢書』１「田
中家文書目録（一）」収載の「桐」「杉」の両部において、戦
国期の田中奏清の受給・発給文書に加えて、文書修理に関す
る裏打書・奥書・裏書・紙継目朱印・注記・署判など、80
件近い記録があらためて確認できた。
23） 京都文化博物館総合展示図録『保存と修理の文化史』（2018
年）の森道彦・中野慎之「伝世品について」に書かれた「修
理の機縁」「伝世の責任」「技術と思想」「修理の思想と観念」
といった分析概念、同『日本の表装』（2016 年）での掛軸を
中心とした「表装文化」の提唱などは、中世文書のアーカイ
ブズ学を資料情報の観点から思考する上でも、興味深い重要
な研究成果である。また、古文書などの料紙論に関しては、
湯山賢一編『文化財学の課題　和紙文化の継承』（勉誠出版、
2006年）や同編『古文書料紙論叢』（勉誠出版、2017年）が
貴重な成果であり、とくに「紙」の制作と用途については、
池田寿『紙の日本史』（勉誠出版、2017 年）が、また聖教の
料紙（反古紙）とその綴じ方などの装丁については、国宝・
金沢文庫文書を事例とした、『書物学』8 号（2016 年）の特
集が参考となる。
（鍛代 敏雄・東北福祉大学教授）
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